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【手続補正書】
【提出日】平成28年8月5日(2016.8.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被験体の皮膚への局所送達のための組成物であって、
イオン性塩を含む適さない生物物理学的環境と、
キサンタンガムを含む安定化ポリマーと、
プロピレングリコールと、
ポリソルベート２０を含むポリソルベート界面活性剤と、
５型ホスホジエステラーゼ阻害剤および／またはその塩と
を含む、組成物。
【請求項２】
　一酸化窒素供与体をさらに含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　Ｌ－アルギニンおよび／またはＬ－アルギニン塩をさらに含む、請求項２に記載の組成
物。
【請求項４】
　前記一酸化窒素供与体、前記適さない生物物理学的環境、前記キサンタンガム、前記プ
ロピレングリコール、前記ポリソルベート界面活性剤、ならびに前記５型ホスホジエステ
ラーゼ阻害剤および／またはその塩のそれぞれが、送達ビヒクル内に含有される、請求項
２または３に記載の組成物。
【請求項５】
　４０℃の温度に少なくとも約１日間暴露された場合に安定である、請求項１から４のい
ずれか一項に記載の組成物。
【請求項６】
　クリームである、請求項１から５のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項７】
　ゲルである、請求項１から５のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項８】
　経皮パッチ内に含有される、請求項１から５のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項９】
　前記一酸化窒素供与体が、前記組成物の少なくとも約０．５重量％の濃度で存在する、
請求項１から８のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１０】
　前記適さない生物物理学的環境が、角質層を経由して前記５型ホスホジエステラーゼ阻
害剤および／またはその塩を運ぶことができる、請求項１から９のいずれか一項に記載の
組成物。
【請求項１１】
　前記イオン性塩が、前記組成物の少なくとも約５重量％の濃度で存在する、請求項１か
ら１０のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１２】
　前記適さない生物物理学的環境が、塩化ナトリウム、塩化コリン、塩化マグネシウム、
および塩化カルシウムからなる群から選択される１つまたは複数のイオン性塩を含む、請
求項１から１１のいずれか一項に記載の組成物。
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【請求項１３】
　前記適さない生物物理学的環境が、少なくとも約０．２５Ｍのイオン強度を有する、請
求項１から１２のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１４】
　前記適さない生物物理学的環境が、少なくとも約１Ｍのイオン強度を有する、請求項１
から１３のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１５】
　前記被験体がヒトである、請求項１から１４のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１６】
　前記５型ホスホジエステラーゼ阻害剤がアバナフィル、ロデナフィル、ミロデナフィル
、タダラフィル、バルデナフィル、ウデナフィル、アセチルデナフィル、またはチオメチ
ソシルデナフィルからなる群から選択される、請求項１から１５のいずれか一項に記載の
組成物。
【請求項１７】
　前記５型ホスホジエステラーゼ阻害剤がシルデナフィルである、請求項１から１５のい
ずれか一項に記載の組成物。
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